
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
は
斑
鳩
寺
に
と
っ
て
大
き
な
節
目
と
な
る
1

年
と
な
り
ま
し
た
。
8
月
に
は
平
成
28
年
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
た
庫
裏
の
工
事
が
無
事
に
終
了
し
、
境

内
に
設
置
さ
れ
て
い
た
仮
囲
い
が
撤
去
さ
れ
、
6

年
ぶ
り
に
元
の
姿
に
戻
り
ま
し
た
。
そ
し
て
11
月

20
日
に
は
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
の
聖
徳
太
子
一
千
四

百
年
御
聖
忌
法
要
・
斑
鳩
寺
庫
裏
保
存
修
理
落
慶

法
要
・
聖
徳
太
子
十
六
歳
孝
養
像
御
衣
替
法
要
、

そ
し
て
斑
鳩
寺
晋
山
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
保

存
会
の
皆
様
を
は
じ
め
、
檀
信
徒
の
皆
様
、
ご
協

力
頂
い
た
全
て
の
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

住
職
を
拝
命
し
て
1
か
月
が
過
ぎ
ま
し
た
が
、

慣
れ
な
い
毎
日
に
戸
惑
い
つ
つ
も
、
目
の
前
の
こ

と
に
何
と
か
食
ら
い
つ
き
な
が
ら
過
ご
し
て
い
ま

す
。前

住
職
が
約
35
年
続
け
て
き
た
斑
鳩
寺
寺
報
が

昨
年
12
月
で
終
了
し
ま
し
た
。
毎
月
欠
か
す
こ
と

な
く
発
行
し
た
寺
報
は
４
５
１
号
に
な
り
ま
し
た
。

近
く
で
見
て
い
ま
し
た
が
と
て
も
真
似
で
き
る
こ

と
で
は
な
い
と
感
じ
て
い
ま
し
た
。
毎
月
楽
し
み

に
さ
れ
て
い
た
方
も
お
ら
れ
ま
す
。
斑
鳩
寺
寺
報

を
再
開
す
る
こ
と
が
最
初
の
使
命
だ
と
考
え
、
新

寺
報
「
和
」
を
制
作
い
た
し
ま
し
た
。
前
住
職
の

寺
報
と
は
比
べ
物
に
な
り
ま
せ
ん
が
、
聖
徳
太
子

の
教
え
、
仏
教
の
教
え
な
ど
を
わ
か
り
や
す
く
皆

様
に
お
伝
え
で
き
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

皆
様
に
楽
し
く
読
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

不
定
期
で
の
発
行
と
な
り
ま
す
が
、
年
に
6
回
程

度
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
記
事
の
内
容
、
発
行

に
関
す
る
こ
と
な
ど
、
ご
意
見
が
ご
ざ
い
ま
し
た

ら
遠
慮
な
く
お

申
し
付
け
く
だ

さ
い
。

夫
婦
共
々
精

進
し
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
ご

指
導
ご
鞭
撻
の

程
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

新年特別合格祈願

聖徳殿御本尊、聖徳太子の御宝前にて新年の特別合格祈願を勤め

ます。学業が成就し新たな一歩を踏み出すために聖徳太子にお願

いいたしましょう。 ※ご本人が来られない方は代理の方でも

結構です。

事前に申し込みをされることをお勧め

します。

正月三が日は聖徳殿にて随時受け付け

ておりますが、当日の申込の方は少し

お待ちいただくこと があります。

三が日以外の日をご希望の方は事前の

ご連絡にてお寺と日程

を調整してください。

節分会のご案内

2月3日(金)午後1時より節分会を3年ぶりに行います。

参加者全員で今年1年の息災無事を祈って般若心経

365巻を読誦した後、豆まきや恵方巻

丸かじり、落語会(桂九雀師、桂九寿

玉師)も予定しております。会費は2,000円です。世

話人さん、または直接お寺までお申込み下さい。

新年厄除け特別祈願

聖徳殿御本尊、聖徳太子の御宝前にて新年の厄除け特別祈願を勤

めます。厄年とは人生の大きな節目の年齢です。厄除け祈願をし

て健康に、幸せに過ごせるよう聖徳太子にお願いいたしましょう。

【男性本厄】 25歳 平成11年生

42歳 昭和57年生 61歳 昭和38年生

【女性本厄】 19歳 平成17年生

33歳 平成 3年生 37歳 昭和62年生

61歳 昭和38年生

※年齢は数え年です。

※本厄の年齢の前後がそれぞれ前厄後厄

となります。厄年に当っていない方もどうぞ。

御札を準備する都合上、事前にお寺にお申込みください。

正月三が日は聖徳殿にて随時受け付けておりますが、当日の申

込の方は少しお待ちいただくことがあります。

三が日以外の日をご希望の方は事前のご連絡

にてお寺と日程を調整してください。

ご本人が来られない方は代理の方でも結構です。

お太子マルシェ開催

12月18日にお太子マルシェが斑鳩寺に

て開催されました。コロナで2年間、

総合公園で開催されていたお太子マル

シェが斑鳩寺に戻ってきました。約30

店の出店と、地元の子供たち、太子高

校の生徒も協力してくれました。

1月の予定

8日 9：00～10：00

檀家境内清掃(雨天中止)

15日 9：00～

門松・干支看板片付け

19日 10：00

御詠歌練習(聖徳会館）

22日 9：30

消防訓練

28日 10：00

初護摩祈願法要

2月の予定

3日 13：00 節分会

7日 10：30 大般若転読会

(顕彰保存会)

16日 10:00

御詠歌練習(聖徳会館）

18日 13：00 太子和讃

(太子町文化協会)

22・23日

太子春会式・採灯護摩

28日 10：00 護摩法要
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祈願料5,000円～

祈願料3,000円～

天台大師講

12月16日に天台大師講が行われました。2

年間コロナで総代さんのみの参加でした

が3年ぶりに檀家さんにも参加していただ

き執行することができました。当番の斑

鳩地区の檀家さん、ありがとうございま

した。来年の当番は朝日谷地区です。

朝勤行スタート

12月1日より毎朝6：30から聖徳殿にて朝

の勤行をスタートしました。どなたでも

ご参加いただけます。毎日欠かさず続け

ていますが、事情により朝勤行をお休み

する場合はホームページなどでお知らせ

します。
各行事への皆さんのご参加を宜しくお願い致します。

初めての寺報づくり、悪戦苦闘しながらもなんとか出来上がりました。皆さんからのご質

問を集めてＱ＆Ａのコーナーを作りたいと考えています。簡単な質問から難しい質問、今

さら聞きにくい事など、なんでも結構です。お寺に直接伝えていただくか、メール・ＦＡ

Ｘで募集しますので、なんでも気軽に聞いてください。電話でのご質問はご遠慮ください。

裏面に年忌表をつけています。次回の「和」発行は2月の予定です。お楽しみに。


